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＜連絡事項＞

· 今日、明日とローテーション研修（相馬亜紀子さん）あり。本日は外来研修後、午後からデイケアに来所される予定。

· 8/28（木）～8/29（金）院内研修あり。出席表を入力の上、参加すること。

· 8/31までに学術発表の抄録提出となっている。所定の場所に保存をすること。

· 行事の秋祭の決済が降りた為、各自確認しておくこと。
· 他部署で鍵に関するトラブルが続いている為、きちんと鍵の管理を行うこと。
· 実習生デイケア体験予定

8/27（水）～8/28（木）ＰＳＷ　木村圭祐さん

8/29（金）ＯＴ　長谷川雄一さん、斎藤智香さん、船水香那さん

＜外来情報＞

· 晴山　美智子様～体重100kg。食事内容チェックを記入して持参している。母様が体調不良とのこ

とで、自分で食事を準備しているがお惣菜が多いとのこと。「金曜日、誕生日で友達と外食をしてきた。満腹になるまで食べたい。でも、今日の朝食はぬいてきた」と話される。担当医より甘いものを控え、運動をするよう説明あり。

· 我満　奈津紀様～「子供が土曜日より熱があり、今日の始業式は休ませた。彼氏に会わなくなって

から子供は元気にやっている」「喉の痛みがあったが落ち着いて来ている」「月・水・金はデイケア利用し、火・木はうみねこ幸房を利用し、徐々にうみねこ幸房の利用回数を増やして行きたい。ずっとデイケアにいるわけにもいかないし」と話される。

· 本田　英之様　～「ニュー八弁当の見学良かった。今度、実習に行く。今日、担当者と面接する」

と話される。いつも通り薬を処方することを伝えると、本人は不満があるようで、薬を飲まないようにして行きたいと思っている。担当医から薬は続けるよう説明している。

· 森田　清助様　～風邪は良くなってきたとのこと。気になる事もないとのこと。青明舎の訪問が週

１回から月１回に変更になると報告している。

· 駒目　翔様　　～DVDや単行本を担当医に見せている。また、「学校でボーリングに行って、スト

ライクを３回出したが上手い人が多くビリになった。8/27,28宿泊学習に行ってくる。久保さんも一緒の学校だから、一緒に行く。修学旅行は、韓国・大阪・東京の三択で、多数決で一番多いところに行ってくる」「自動車学校は、今、仮免の後半だ。」「朝夜、気分が落ち込む。夕方は良い」と話される。ジェイゾロフト２錠から３錠に増薬となっている。

＜利用者様情報＞

· 森田　清助様　～昼食後「体がほてる。ぼーとする。ずっと風邪薬と気管を広げる薬を飲んでいる

が薬がなくなりそうだ。デイケアが終わってから鹿内内科に行く」と話される。体温36.9℃。体調を見ながら、デイケア利用を促していく。

· 村上　さち様　～本日利用日だが、デイケアに来所されておらず、連絡もない状態。訪問看護記録

を確認すると、先週土曜日訪問時不在であったとのこと。先週水曜日にホームヘルパーが訪問した際は在宅しているとの情報。引き続き関係機関に連絡をとっていき、来所した際は、欠席時は必ず連絡を入れるように説明することとしている。

· 川口　八寿子様～うみねこ幸房の利用を希望されているが、自身の状態があまり良くないこと、母　

様から様々な苦言を呈されていること（お前の事だからお盆をひっくり返す。など）、自分は心配性な小さな人間だから失敗するのではないか？など不安でいっぱいであると話される。スタッフよりうみねこ幸房は、自分を知り、社会に出るためのあくまでも練習をする場であること、今回は見学という段階であるため、見てから利用するかどうかを考えればよい事、心配なことはその都度話しやすいスタッフに相談するよう説明している。
9/3うみねこ幸房見学予定。

· 我満　奈津紀様～9/1うみねこ幸房見学予定。娘様のこともあり、利用はまだ先のこととして考え

ており、とりあえず見学だけしておきたいとのこと。

＜業務改善＞

· 掃除について

金曜日、朝の掃除終了後、ほうきを洗いゴミをとり、モップはハイターづけにすること。

· プログラムについて

現在、利用者様に、作業療法・芸術療法・レクリエーションのうち１つを選択して頂き、その選択した物を１クール（３ヶ月）継続し、行って頂いている。８月で１クール目が終了する為、次のクールはどれを選択するかアンケート実施していく。

＜事例検討＞

検討内容：現状の確認、治療検討の見直し

· 淡路　智恵子様（５３歳）統合失調症

· デイケア利用年数：９年２ヶ月

· 現在の治療計画：①他メンバーに対し指示的な口調で話すことがある為、その都度声を　　

掛ける。

②プログラム内でも自発的に役割を持つことができるようにする。

· デイケアでの様子：・自分で行わず、他の人に指示的な口調で頼んだりするが、以前よ　　　　　　　　　　

り少なくなってきている。

　　　　　　　　　　　・自分で行うものは自分で準備するようスタッフが説明すると、説明後は自分で準備し行う事は出来ている。

　　　　　　　　　　　・祝日、グループホームに一緒に住んでいる方を巻き込んでデイケアを休まれている。

　　　　　　　　　　　・プログラム中、「もうプログラム終わってもいいんじゃない」と話す事がある。

　　　　　　　　　　　・自分が参加しているプログラムが終了すると、まだプログラムが終わっていない他のグループに行って、大声で話をすることがある。

　　　　　　　　　　　・脂質の改善がされているとのことで普通食にしても良いと担当医より説明受けるも、本人は、脂質食のままで良いと答えられる。しかし、副食が残っていると「余ったの？もったいない」と話されおかわりされる。スタッフよりおかわりするより普通食で食事するよう本人へ説明している。

· 検討結果：指示的な口調は徐々に減ってきているが、まだ、見られるため現在の治療計画続行と

する。










